
ステージ 年 ⽉ ⽇ 曜⽇ 時限 科⽬名 講義題⽬（予定）
⽅
法

1
愛媛⼤学のビジョン・戦略・取り
組み

社会連携推進機構・機構⻑ 若林 良和

2
愛媛⼤学の地域専⾨⼈材育成につ
いて

地域専⾨⼈材育成・リカレン
ト教育⽀援センター⻑

治多 伸介

3
愛媛⼤学の地域連携と地域協働セ
ンターについて

社会連携推進機構・副機構⻑
地域協働センター⻄条センター⻑

⽻藤 堅治

4 愛媛⼤学の産学連携体制について 社会連携推進機構・副機構⻑
産学連携推進センター⻑

野村 信福

1 経験学習にもとづいた学習⽅法
地域協働センター南予
センター⻑

松村 暢彦

2 課題の明確化の⽅法
地域協働センター南予
副センター⻑

前⽥ 眞

3 グラフィックレコーディング ファシリテーター 岩下 紗⽮⾹

4 課題の明確化の実践
地域協働センター南予
副センター⻑

笠松 浩樹

1 愛媛県の現状と課題−県内経済の概況
と産業の特徴・動向−

いよぎん地域経済研究
センター（IRC)

新藤  博之
同
期
型

2 四国経済の現状と課題／地⽅創⽣・
SDGs／国の創業⽀援について

経済産業省四国経済産業局総務企
画部総務課総括係⻑／総務企画部
企画調査課課⻑補佐／地域経済部
新事業推進課新規事業係

⼭上 ⼤輔
⻄畑 徹
林  彩⾹

同
期
型

3 最近の経済情勢
財務省四国財務局総務部経済
調査課⻑／松⼭財務事務所⻑

藤原 和仁
粟野 節夫

⾮
同
期
型

4
⾷料・農業・農村をめぐる情勢及びみどり
の⾷料戦略／2020年農林業センサス結果の
概要（愛媛県）

農林⽔産省中国四国農政局愛媛県
拠点（愛媛⽀局）総括農政業務管
理官／総括統計専⾨官

越智 眞智⼦
松⽥ 末広

⾮
同
期
型

1

2

3

4

1

2

3

4

０９：００〜１０：３０
１０：５０〜１２：２０
１３：３０〜１５：００
１５：２０〜１６：５０

令和４年度 愛媛⼤学地域創⽣イノベーター育成プログラム（南予） 実施予定表 （9⽉17⽇現在）

必修（ステージⅠ、ステージⅢ）

担当（予定）

Ⅰ
 
愛
媛
県
及
び
南
予
地
域
の
現
状
と
課
題
を
知
る

4
年

9 3 ⼟ プログラムの概要と地域創⽣
の考え⽅

同
期
型

10 1 ⼟ 愛媛県及び南予地域の現状

9 17
対
⾯

Ⅲ
南
予
地
域
で
の
課
題
解
決
の
提
案

１1 12 ⼟
プロジェクト研究
中間発表

地域協働センター南予
松村暢彦、前⽥眞、笠松浩樹、
愛媛⼤学 プロジェクト担当教員

対
⾯

5
年

2 18 ⼟
プロジェクト研究
成果発表

プロジェクト研究成果発表および
ディスカッション（4コマ）

対
⾯

３限⽬
４限⽬

⼟ 地域での課題の明確化⼿法

地域協働センター南予
松村暢彦、前⽥眞、笠松浩樹、
愛媛⼤学 プロジェクト担当教員

プロジェクト研究中間発表および
ディスカッション（4コマ）

１限⽬
２限⽬



ステージ 科⽬名 ⽅法

フィールドワーク（野村）１（10時30分～12時）

フィールドワーク（野村）２（13時～14時30分）

フィールドワーク（野村）３（14時40分～16時10分）

社会連携推進機構・地域連携コーディ
ネーター

前田　眞

社会連携推進機構・地域連携コーディ
ネーター

坂本 世津夫

愛媛県南予地方局地域政策課長 村上　　久

大洲市総合政策部企画情報課　課長
大洲市商工観光部　部長

矢野　雅之
武田　康秀

 八幡浜市政策推進課地方創生係長
八幡浜市農林課農林振興第１係
八幡浜市ふるさと観光公社

徳田　翔士
﨑本　ゆかり
竹下　明伸

宇和島市総務企画部企画情報課
地方創生係　主任

宇都宮　弘

四国西予ジオパーク推進協議会
事務局長

高橋　司

内子町森林組合　参事 大鍋　直幸

伊方町総合政策課まちづくり戦略室主査
／伊方町地域おこし協力隊

宮本　廉
田中　健介

鬼北町企画振興課　課長
鬼北町企画振興課　主任
鬼北町農林課　課長補佐
鬼北町企画振興課　課長補佐
鬼北町保健介護課　保健師
鬼北町企画振興課　主任
鬼北町企画振興課　係長
鬼北町教育課　係長

二宮　浩
伊手　信介
東　英範

小川　秀樹
岡崎　あずさ
佐竹　美伎
中川　博之
幡上　敬一

松野町ふるさと創生課　課長 井上　靖

愛南町企画財政課　課長補佐 尾﨑光弘

愛媛県の現状と課題

令和４年度 愛媛⼤学地域創⽣イノベーター育成プログラム（南予） 実施予定表 （9⽉17⽇現在）
選択（ステージⅠ）（以下の講義題⽬から4題⽬以上を選択）

講義題⽬ 担当（予定）

Ⅰ
　
愛
媛
県
及
び
南
予
地
域
の
現
状
と
課
題
を
知
る

フィールドワーク

地域協働センター南予
松村暢彦、前田眞

対
⾯

9/18
（日）
実施

⾮
同
期
型

地域の課題の把握と解決に向けての手法と事例

ICT利活用による地域創生

南予地域の現状
と課題

南予地域の移住促進の取組みについて

松野町の現状と課題

愛南町の現状と課題（農林・水産・商工分野）

きらめくおおず
官民連携の観光まちづくり

八幡浜市の概況・課題
八幡浜市の農業振興
八幡浜市の観光施策

地方創生に向けた取組
シティブランディングにおける取組
うわじま女子旅プロジェクト

内子町の現状と課題

伊方町の現状と課題

『鬼の町』が取り組むこれからのまちづくり
ローカル５Ｇを活用した地域活性策
木質バイオマス発電誘致について
鬼のまちづくりについて
健康診断受診率ナンバーワンのまちづくり
空き家を活用した移住定住対策について
近永駅周辺賑わい創出プロジェクトについて
文化財を活用したまちづくり

ジオパークでまちづくり



ステージ 年 ⽉ ⽇ 曜⽇ 時限 科⽬名 講義題⽬ ⽅法

3 SDGｓの概要と意義 SDGs推進室･副室⻑ ⼩林  修

4 ⾃治体SDGｓの推進-⻄条市の事例-
⻄条市SDGｓ推進室専⾨員
兼SDGs推進係⻑

⼤久保 武

1 Society5.0時代の地⽅〜ICT/IoTの活⽤
による地域活性化〜

四国総合通信局情報通信部
情報通信振興課⻑

⻄岡  優

2 ⻄会津町デジタル戦略の推進
⻄会津町CDO(最⾼デジタル責任
者)，内閣官房オープンデータ伝道
師

藤井 靖史
(オンライン)

3 愛媛⼤学におけるDXの推進について
データサイエンスセンター・
センター⻑

平野  幹

4 鯖江発オープンデータ活⽤の取組
jig.jp会⻑，総務省地域情報化
アドバイザー

福野 泰介

1 カーボンニュートラルを巡る内外の動向
社会連携推進機構・副機構⻑
(産学連携センター⻑)

野村 信福

2 カーボンニュートラルに向けたエネルギー
科学技術

九州⼤学カーボンニュートラル・
エネルギー国際研究所副所⻑

松本 広重

3 地域循環共⽣圏の構築に向けた取組 環境省中国四国地⽅環境事務所四
国事務所環境対策課課⻑補佐

⼤淵 鉄也

1
カーボンニュートラルと
グリーンイノベーション

愛媛県の紙産業の課題と紙産業イノ
ベーションセンターの取組

紙産業イノベーションセン
ター・センター⻑

内村 浩美

2 イノベーションマッチング
情報科学芸術⼤学院⼤学
・教授

⼩林  茂

3 科学技術コミュニケーション 島根⼤学地域未来協創本部
産学連携部⾨ 准教授

服部 ⼤輔

4 愛媛⼤学における産学⺠官連携の動向
とプロジェクトマネジメント

社会連携推進機構・准教授 ⼊野 和朗

2 愛媛⼤学におけるレジリエンス学環の
創設に向けて

地域レジリエンス学環設置
準備室･副室⻑

森脇  亮

3 地域と連携した「防災」と「まちづく
り」の担い⼿育成

防災情報研究センター・
センター⻑

NETRA Prakash
Bhandary

NPO法⼈家族⽀援フォーラム･理
事⻑(愛媛県中⼩企業家同友会代表
理事)

⽶⽥ 順哉

千代⽥商事㈲･代表取締役
(愛媛県中⼩企業家同友会)

川本   創

2 サテライトオフィスの進出 ㈱プラットイーズ会⻑ 隅⽥  徹

3 四国⻄予ジオパークの推進 四国⻄予ジオパーク推進協議会･専
⾨員

川澄 隆明

4 旅と学びの協議会の設⽴に⾄るまで−
イノ旅の実現−

ANAX㈱事業開発部
企画開発担当

⼤下 真央

1 愛媛県の養殖業の課題と南予⽔産研究
センターの取組

南予⽔産研究センター・
センター⻑

松原 孝博

2 スマート農業の推進 社会連携推進機構・副機構長
(地域協働センター西条･センター長)

⽻藤 堅治

3 ⼯学的⽅法による課題解決
⼯学部附属⾼機能材料セン
ター･センター⻑

⼩林 千悟

4 地域看護の推進
地域協働センター中予・
副センター⻑

藤村 ⼀美

2 愛媛⼤学における植物⼯場研究の特徴
と展開

植物⼯場研究センター・
センター⻑

有⾺ 誠⼀

3 四国遍路と世界遺産
四国遍路・世界の巡礼研究
センター・センター⻑

胡   光

4 ⽂化資源マネジメントと観光まちづく
り

地域共創研究センター・副セン
ター⻑

井⼝  梓

2 神⼭プロジェクト
認定NPO法⼈グリーンバ
レー・事務局⻑

⽵内 和啓

3 コミュニティナースの活⽤
久万⾼原町地域おこし協⼒隊･
看護師

酒井 春菜

4 地域案内⼈・ガイド｢インタープリ
ター｣の養成

(⼀社)をかしや･代表理事 菊間  彰

2 いよココロザシ⼤学が⽬指す次世代⼈
材育成

NPO法⼈いよココロザシ⼤学･
理事⻑兼学⻑

泉⾕  昇

3 副業・複業の推進に向けて
㈱パソナJOBHUB･旅するよう
にはたらく部⻑

加藤  遼

4 スマートかつ強靭な地域社会(RX)の実
現に向けて

四国経済産業局
地域経済部・次⻑

熊野 哲也

2 プロジェクト推進における地域協働の
重要性

地域協働センター南予・
副センター⻑

前⽥  眞

3 合意形成⼿法の基礎 ㈲環境とまちづくり・代表 澤⽥ 俊明

4 コワーキングスペースの重要性 コダテル・管理⼈ 濱⽥ 規史

０９：００〜１０：３０
１０：５０〜１２：２０
１３：３０〜１５：００
１５：２０〜１６：５０

企業･団体におけるBCPへの取組

8 ⼟

令和４年度 愛媛⼤学地域創⽣イノベーター育成プログラム（南予） 実施予定表 （9⽉17⽇現在）
選択（ステージⅡ）

担当（予定）

Ⅱ
 
問
題
解
決
の
⽅
法
を
学
ぶ

4

9 24 ⼟ SDGｓの推進に向けて

Society5.0とDX

22

29 ⼟

カーボンニュートラルと
グリーンイノベーション

11

5 ⼟

地域イノベーション
マッチングの⼿法

地域創⽣に向けた
実例シーズ

レジリエンス

4

23 祝

地域創⽣に向けた
研究シーズ

19

⼟

10

12

3 ⼟

⼟

26

地
域
創
⽣
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
︵
東
予
︶
か
ら
の
提
供
科
⽬
 
同
期
型
︵
オ
ン
ラ
イ
ン
︶
で
選
択
受
講

４限⽬

⾃らの関⼼に応じたシンポジウム、スキルアップ講座、市⺠講座等（12時間を上限とする）

１限⽬
２限⽬
３限⽬

次世代を先取りする
地域事例

10 ⼟

17 ⼟
産学⺠官連携のための

合意形成⼿法

⼟


